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コメント 

1． 月 2 回配信される場合に期待する内容 
 これまでと同様でよい 

 正確なイベント情報 

 ニュース性のある記事、研究成果の出版情報、等 

 公開実験，イベント，発表会，講演会情報 

 

2． 月 1 回配信される場合に期待する内容 

 最新研究動向の情報提供 

 最新の研究・論文に関する情報 

 本会の活動の動向、また研究委員会活動状況が掲載されているとよい。地震工学関連のイ

ベント情報も便利だが、他機関の行事を網羅・紹介するためのメールニュースになってはい

けない 

 重要なトピックス、学会としての見解、行事予定、掲載論文など 

 被害のみでなく、耐震対策等が効いた例 

 公開実験や見学可能な建設現場の情報 

 JAEE の立場、進路など 

 新製品・技術などの紹介 

 行事案内・行事予定・論文募集 

 定期的な内容 その他のものは臨時で 

 地震工学等に関する最新情報 

 多ければ多いほど、内容は多岐で可 

 海外の研究情報 

 地震関連情報 

 講習、公開実験 

 イベント情報と関連学会の論文投稿案内 

 現状と同じ程度の情報量でよいため 

 これまで通り、タイムリイな地震関連情報の配信 

 公開実験・見学可能な実験の情報 

 正確なイベント情報 

 地震工学に関する最近のトピック 

 公開実験，イベント，発表会，講演会情報 

 

3． 2 ヵ月あるいは 4 半期に 1 回配信される場合に期待する内容 

 正確なイベント情報 
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